
クルベジ環境創造型産地づくり
地元の資源・自然と食で子供の未来作り

未来の子供たちに確かな未来を残そう

自然・環境・食
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北総クルベジの活動

活動テーマ「未来の子供たちに確かな未来を残そう」
クルベジ（畑にバイオ炭を埋めて地球を冷やす野菜）で
里山・有機農業・街を笑顔でつなげてＣＯ2を削減する
新しい地域循環型社会 cool-villageをつくります。

自然・・・（里山保全活動/グリーンインフラ）

環境・・・（バイオ炭農地貯留によるCO2削減）

食料・・・（農地保全/有機栽培による安心の野菜）
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北総クルベジファーマーズ（有機農家）
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G20首席農業研究者会議（MACS）
持続可能な農業のための気候変動対応技術・農法の導入・拡大に関する
国際ワークショップ

２０１９年１１月７日フィールドツアー開催
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里山保全と脱炭素と連動したＪクレジット

里山管理で発生した植物でバイオ炭を作成
→ 肥料と混ぜて農地施用

⇒ 炭素クレジット（Jクレジット）の販売
 高付加価値野菜（クルベジ野菜）の販売

北総クルベジと里山管理の連動
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もみ殻 １４㎏（840ℓ）×0.49×0.65×44/12＝16.34kg/-CO2



環境保全型農業直接支払交付金



８月１日の実習作業工程
       ①２m✕４mの試験区を６区画準備しておく。１区画に生徒を６～７人割り振る。

②そこに、もみ殻燻炭の散布量をかえながら施用する。（散布桶や箕が各班数個ずつ）
③鍬やスコップで表土とよく混和する。
④立鎌やレーキで整地する。
⑤試験区名を書いた立て札をたてる。
⑥道具の洗浄・片付け
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